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	マニュアル
	関連する記録表

	滋賀版

HACCP方式

	ポジティブリスト


	Ⅰ　素畜・飼料

１　素ひなの受け入れ

２　飼料の受け入れ

３　飼料保管

４　畜産資材受け入れ・保管


	ひな導入
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飼料購入
薬剤購入

添加剤購入

敷料購入


	○
○
○
○


	○
○
○



	Ⅱ　家きんの取扱い

１　健康管理

２　薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）投与
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	鶏群管理
鶏群管理

薬剤購入

鶏群管理

	○
○
○
○

	○
○


	Ⅲ　施設の保守・衛生管理

１　施設・設備などの衛生管理
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３　衛生動物駆除

４　廃棄物処理


	施設整備チェック
鶏群管理

鶏群管理

施設整備チェック

堆肥保管


	○

	

	Ⅳ　捕鶏・出荷

１　捕鶏・出荷


	捕鶏・出荷

	
	

	Ⅴ　人の衛生・教育・訓練

１　従事者の衛生管理

２　従事者の教育および管理　


	従業者健康状態
従事者教育・訓練

	
	


記録表の記載と記載に要する時間

	記録表
	記載時
	協力依頼
	要する時間
	備　考

	ひな導入
	素雛導入時
	
	
	

	飼料購入
	搬入時
	　○業者
	
	

	薬剤購入
	購入時
	
	
	

	添加剤購入
	購入時
	
	
	

	鶏群管理
	毎日
	
	
	


滋賀版HACCP方式の満たす条件

　すなわち、滋賀版とした根拠となるもの

	マニュアル


	満たす条件

	備　考


	Ⅰ　素畜・飼料

　　１　素ひなの受け入れ
　　２　飼料の受け入れ
４　畜産資材受け入れ・保管

	素雛の健康確認検査

サルモネラ検査

異常確認検査

購入時と管理


	

	Ⅱ　家きんの取扱い

１　健康管理
３　薬剤投与
４　飼料給与

	健康検査

鶏舎の表示と投与鶏の経過観察

鶏舎の表示


	


滋賀版HACCP方式の満たす基準の具体的な作業手順としては、

赤字で示した箇所となります。

赤字については、マニュアルで示した作業手順にしたがい

会員すべてが確実に実行してください。

○ 農場管理の責任者と担当者

	
	部　　門
	氏　　名
	備　　考

	責任者
	農場全体
	 
	

	担当者
	素畜

飼料
家きんの取り扱い
施設の保守・衛生管理
捕鳥
人の衛生・教育・訓練
	
	


○ 緊急時連絡先

取引業者等一覧
	業 者 名
	担 当 者
	ＴＥＬ
	携 帯
	備 考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


○ 農場見取図

○ フローダイアグラム（生産工程一覧表）

（フローダイアグラムの例）


 鶏舎洗浄・消毒                    　　　動力高圧洗浄機で鶏糞を水洗
                                      　　　逆性石鹸で消毒
    育雛舎に素ひな搬入                　　　初生導入

    給餌・給水                        　　　地下水、飼料

    １日齢、ワクチン接種              　　　FP

    ７日齢、デビーク、ワクチン接種    　　　点眼NB

    １４日齢、ワクチン接種            　　　NB飲水投与

    ２８日齢、ワクチン接種            　　　IBD、NB飲水投与

    ６０日齢、ワクチン接種            　　　NBスプレー 

    ６５日齢で大雛舎に移動

    給餌・給水                        　　　地下水、飼料

    ９０日齢、ワクチン接種            　　　５種混合オイルワクチン、FP

    大雛（１１０日齢）                成鶏舎に移動（かごに入れて移動）

                                      給餌・給水            地下水、飼料

                                      産卵      　集卵     　検卵
                                                         　　洗卵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 保管

                                                         　　出荷
○ ワクチンプログラム
（ワクチンプログラムの例）


         日齢       　　 ワクチン種類（製造社名）　　　　　　　　投与方法

        １日齢           FP生ワクチン（○○製薬）       0.01mlを浸した穿刺針で接種 

   　　 ７日齢　　　　　 NB生ワクチン（○○製薬）　　　 0.03mlを点眼接種

１４日齢　　　　　NB生ワクチン（○○製薬）　　　 飲水投与

２８日齢　　　　　NB生ワクチン（○○製薬）　　　飲水投与

○ 飼料給与プログラム

例）

○ 衛生動物駆除プログラム

例）

○ 洗浄・消毒実施プログラム

例）

1） 堆積物および器具に消毒薬を散布し、一晩放置する。

2） 水洗可能な給仕器等については、水洗、消毒を行う。水洗できない器具類については、消毒薬に浸した布等により拭き取る。

3） ローダー等で十分に堆積物を除去する。

4） 堆積物除去後に、鶏舎付近を清掃する。

5） 堆積物除去後に、鶏舎の壁、天井、床面のコンクリート、換気施設・自動給餌器等を観察し、破損箇所がないかを点検するとともに、破損等がある場合には修繕する。

6） 高圧洗浄器等で水洗する。

7） 消毒を適切な濃度・使用方法で２回実施する。

8） 床に水溜りがないよう十分に乾燥する。

9） 消石灰液を床に均一に散布する。

（洗浄消毒のプログラムの例）


　　　　①除糞（１日）・・・・・・・・・・・廃鶏出荷後、出来るだけ早急に実施する。

　　　②動糞で水洗（１日）・・・・・・・・動力噴霧器で鶏舎の内外を水洗

　

　　　　③乾燥（２～３日間）

　　　　④消毒・・・・・・・・・・・・・・・消毒薬（○○○　1,000倍希釈液）を鶏舎内外にまんべんなく撒布する。

　　　　⑤乾燥（２～３日間）

　　　　⑥消石灰塗布・・・・・・・・・・・・消石灰を鶏舎床面全体に塗布する。

　　　　⑦乾燥（２～３日）

○ ＣＣＰ整理票

	ＣＣＰ　Ｎｏ
	ＣＣＰ１

	段階／行程
	素ひなの導入

	危　害
	サルモネラ 

	危害の要因
	素ひなのサルモネラ汚染

	防止措置
	素ひなの受け入れマニュアルの遵守

	管理基準
	臨床的に異常がない
異常ひな及び死亡ひなの割合が0.3％以下

	モニタリング方法
	目視検査：臨床検査、導入元のサルモネラ検査証明書の確認

導入ひなのサルモネラ検査

	改善措置
	異常ひなが見られた場合の入雛中止、異常鶏除去等の措置

導入元の再検討

鶏舎消毒の徹底、空舎期間の確保

	検証方法
	ひな導入記録（サルモネラ検査結果を含む）の確認

	関係する記録等
	ひなの導入記録

導入元のサルモネラ陰性証明書

サルモネラ検査結果通知書


	ＣＣＰ　Ｎｏ
	ＣＣＰ２

	段階／行程
	鶏群の健康管理

	危　害
	サルモネラ

	危害の要因
	異常鶏による感染の拡大

	防止措置
	健康管理マニュアルの遵守

	管理基準
	臨床的に異常がない

	モニタリング方法
	目視検査：臨床検査（健康管理マニュアルに基づく）

	改善措置
	異常鶏の確認の徹底、除去

病性鑑定、サルモネラ検査結果に基づく対応と措置

	検証方法
	鶏群管理記録の確認
鶏舎内など環境のサルモネラ検査

	関係する記録等
	鶏群管理記録

病性鑑定結果、サルモネラ検査結果通知書

	ＣＣＰ　Ｎｏ
	ＣＣＰ３

	段階／行程
	捕鳥・出荷

	危　害
	サルモネラ、抗菌性物質等の残留

	危害の要因
	異常鶏の出荷　

　体表の汚染

　抗菌性物質等の残留

	防止措置
	捕鳥・出荷マニュアルの遵守

	管理基準
	健康鶏の出荷

薬剤投与鶏は出荷制限期間が経過している

出荷１２時間前に断餌している

	モニタリング方法
	目視検査：臨床検査、断餌時間の確認、出荷制限期間の確認

	改善措置
	　出荷期間の延長

　異常鶏の排除

	検証方法
	出荷管理記録、鶏群管理記録の確認

	関係する記録等
	出荷管理記録

鶏群管理記録


	ＣＣＰ　Ｎｏ
	ＣＣＰ４

	段階／行程
	薬剤等の投与

	危　害
	抗菌性物質等の残留 

	危害の要因
	薬剤の不適切な使用による抗菌性物質等の残留

	防止措置
	薬剤投与マニュアルの遵守、飼料給与マニュアルの遵守

	管理基準
	指示書に基づいた投与

出荷制限期間の遵守
投薬鶏群の明示

	モニタリング方法
	目視検査：投与期間、投与鶏舎、投与羽数、投与鶏群日齢の確認、明示

	改善措置
	投与の中止、出荷の延期

　記録・表示の再徹底

　獣医師の指示の遵守

	検証方法
	薬剤購入記録表、添加剤購入記録表の確認
鶏群管理記録表の確認

	関係する記録等
	薬剤購入記録

添加剤購入記録
鶏群管理記録

病性鑑定結果通知書


○ファイルの整理

	項　　　目
	対　　応
	役　　割

	記録の確認と記録表の保存チェック表
	毎月１回
	農場責任者

	施設・整備などの衛生管理チェック表
	毎年１回
	従事者全員

	ひな導入記録
	導入時
	担当者

	飼料購入記録
	購入時
	担当者

	鶏群管理記録
	毎日
	担当者

	薬剤購入記録
	購入時
	担当者

	敷料購入記録
	購入時
	担当者

	添加剤購入記録
	購入時
	担当者

	捕鳥・出荷記録
	捕鳥時
	担当者

	堆肥管理記録
	堆肥出荷時
	担当者

	従事者の健康状態等記録
	毎日
	従事者全員

	従事者の教育・訓練履歴記録
	適時
	農場責任者


○ 記録の確認と記録表の保存チェック表（月毎にチェック）
	チェック月日
	月　日
	月　日
	月　日
	月　日
	月　日
	月　日

	ひな導入記録

サルモネラ検査結果

サルモネラ分離時の措置・対応
	
	
	
	
	
	

	飼料購入記録
	
	
	
	
	
	

	薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）

購入記録
	
	
	
	
	
	

	薬剤（ワクチン・抗菌性物質以外）購入記録
	
	
	
	
	
	

	添加剤購入記録
	
	
	
	
	
	

	敷料購入記録
	
	
	
	
	
	

	鶏群管理記録

　病性鑑定結果

　病性鑑定に基づく対応・措置
	
	
	
	
	
	

	捕鳥・出荷記録
	
	
	
	
	
	

	従事者の健康状態等記録
	
	
	
	
	
	

	従事者の教育・訓練履歴記録
	
	
	
	
	
	


　

	チェック月日
	月　日
	月　日
	月　日
	月　日
	月　日
	月　日

	ひな導入記録

サルモネラ検査結果

サルモネラ分離時の措置・対応
	
	
	
	
	
	

	飼料購入記録
	
	
	
	
	
	

	薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）

購入記録
	
	
	
	
	
	

	薬剤（ワクチン・抗菌性物質以外）購入記録
	
	
	
	
	
	

	添加剤購入記録
	
	
	
	
	
	

	敷料購入記録
	
	
	
	
	
	

	鶏群管理記録

　病性鑑定結果

　病性鑑定に基づく対応・措置
	
	
	
	
	
	

	捕鳥・出荷記録
	
	
	
	
	
	

	従事者の健康状態等記録
	
	
	
	
	
	

	従事者の教育・訓練履歴記録
	
	
	
	
	
	


完結しているものについては、チェックをする。
  完結していないものには、○を付し、改善を協議する

○ 協議内容・改善方策
	　　月　　日
協議内容

改善方策


	　

（出席者名前：          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　月　　日
協議内容

改善方策


	　

（出席者名前：          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　月　　日
協議内容

改善方策


	　

（出席者名前：          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　月　　日
協議内容

改善方策


	　

（出席者名前：          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　月　　日
協議内容

改善方策


	　

（出席者名前：          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



衛生管理マニュアル
Ⅰ　素畜、飼料         
１  素ひなの受け入れマニュアル

	管理基準

	１　入雛準備が適切にできていること。
２　鶏舎等、舎内環境に異常がないこと。
３　導入ひなには種鶏場でのワクチン証明書等が添付されていること。
４　導入時、ひなは臨床的に異常がなく、異常ひなおよび死亡ひなの割合が0.3％以下であること。
５　導入するひなに輸送のストレスが過度にかかってないこと。
６　輸送車両及び輸送箱は、ひなの積み込み前に洗浄・消毒が実施されていること。
７　農場における車両消毒の準備ができていること。


 　作業手順
１　入雛の準備が適切に実施しているか確認するとともに、清掃、温度調整、飲水器や給餌器等の異常がある場合には入雛前までに改善する。
２　改善できない場合には、その措置を検討し、入雛延期措置を講じる。
３　入雛時に立ち会い、ひな導入記録にしたがい総合的にチェックする。
  　　①初生ひなが導入して１週間に0.3％以上死亡している場合については、家畜保健衛生所に病性鑑定依頼を行い、死亡ひなを送付する（滋賀県養鶏協会サルモネラ防御事業を参考）。
  　　②「尻汚れ」が認められた場合も①と同じ。
  　　③種鶏のサルモネラ検査成績、ワクチンの接種等の添付資料等がない場合には、種鶏場に請求する。
４　異常がないものは鶏舎内に開放する。異常があるものはその措置を検討し、入雛の中止あるいは異常鶏の除去等の措置を決定し、種鶏場にその旨を連絡する。
５  サルモネラ検査依頼を養鶏協会に依頼して、了解後、輸送車両内の糞便または輸送敷料を家畜保健衛生所に送付する。

　　                      
２　飼料の受け入れマニュアル

	管理基準

	１　飼料タンク又は保管庫は、飼料搬入前に清掃されていること。
２　飼料運搬車両は、農場の入り口等で車両消毒を実施すること。
３　飼料の外観、色、風味及び品質に異常がないこと。
４　異物が混入していないこと。
５　搬入する飼料は、サルモネラ検査を定期的に実施している工場由来の飼料でその結果が添付されていること。
６　配合されている飼料添加物または飼料添加剤の名称及び出荷制限期間を把握していること。


 　作業手順
１  飼料搬入前に飼料タンクおよび保管庫を清掃する。
２  受け入れに立ち会い、飼料購入記録にしたがい総合的に判断してチェックする。
  　　①入荷依頼量と合致しているか確認する。
  　　②袋詰めの場合には、袋の破損や汚れを確認する。
  　　③臭いを嗅ぐ、手で触ってみるなどにより風味品質を確認する。
３  異常のないことを確認したものを搬入する。タンクの場合には詰め込み時に一部を取り出し確認する。
４  異常のある場合には、その措置を決定する。
５　返品あるいは異常部分の除去等の措置を決定し、飼料メーカーに連絡する。
６　配合飼料については、含有する飼料添加物の名称等が記載された表示票を保存する。

７　飼料購入記録については５年間保存する。

３　飼料保管マニュアル

	管理基準

	１　飼料はカビなどに汚染されていないこと。
２　飼料中の成分（タンパク質および脂質）は変質していないこと。
３　添加物・剤は冷暗所に保管すること。
４　保管庫でネズミおよびネズミの糞などが確認されないこと。


　　作業手順

　　１　カビなどの汚染防止対策を実施する。

　　２　タンパク質および脂質の変質を防ぐため、保管庫、タンクなどに暑熱対策を実施する。

　　３　保管庫におけるネズミ駆除を定期的に実施する。

　　４　保管庫および飼料タンクの確認を行い、汚染や変質の可能性がある場合には、飼料を検査機関に送付し、飼料購入記録に記入する。

５　異常がある場合には当該ロットの飼料の給与を中止するとともに、新たな飼料を購入する。

４　畜産資材受け入れ・保管マニュアル

	管理基準

	１．薬剤
　①保管庫は、整理・整頓されていること。
　②運搬車両は農場入口等で消毒されていること。

③包装に異常がないこと。
　④低温流通品は適切に冷蔵されていること。
　⑤購入薬剤の有効期限は十分に確保されていること。
２．敷料
　①保管庫は、搬入前に清掃されていること。
　②運搬車両は農場入口等で消毒されていること。
　③搬入する敷料の外観、色および品質に異常がないこと。
　④異物が混入していないこと。
　⑤敷料にはカビの発生がないこと。


作業手順

　１　保管庫を整理整頓する。

　２　車両消毒の準備をするとともに、入庫時に車両を洗浄・消毒する。

　３　担当者は受け入れに立会い、入荷依頼料と合致しているか確認するとともに、薬剤（ワクチン、抗菌性物質等）購入記録、薬剤（ワクチン、抗菌性物質以外）購入記録、敷料購入記録に基づき、チェックする。

　４　異常がないものについては搬入し、異常が認められた場合はその措置を決定する。

　

Ⅱ　家きんの取り扱い  
１  健康管理マニュアル

	管理基準

	１　飼養鶏に尻汚れ、脚弱、異常呼吸音、異常歩行及び臨床症状の異常がみられないこと。
２　飼育日齢にあった温度・湿度・換気管理ができていること。
３　飼育日齢にあった飼育面積が確保されていること。


 　作業手順

１  鶏舎を毎日観察し、鶏舎ごとに鶏群管理記録を記入する。
２　飼料給与、ワクチン投与はプログラムに基づき実施する。
３  異常鶏、死亡鶏があった場合には、速やかに除去（隔離）するとともに、観察を続け病性鑑定が必要かを決定し、必要な場合には民間獣医師または家畜保健衛生所に連絡する。

４  民間獣医師または家畜保健衛生所の結果ならびに指示に基づき、投薬が必要な場合には指示に基づいて速やかに作業を行う。

　
５  温度・湿度、換気等の飼育管理の失宜であった場合には、速やかに改善策を講じる。
２　薬剤（ワクチン・抗菌物質等）投与マニュアル

	管理基準

	１　抗菌性物質製剤等を添加する場合は、管理獣医師等に相談の上、投与薬剤および投与プログラムを決定し、投与鶏群の鶏舎入口等に製剤名、投与期間および出荷制限期間等を表示すること。
２  要指示薬・使用規制対象医薬品を投与した場合は、指示書を適切に保管すること。
３  ワクチンは、適切なプログラムにより、用法・用量どおり接種（投与）すること。


作業手順
１　指示に基づく投薬薬剤および投薬プログラムを決定して、これに準じて投薬する。
  　　投薬後、継続して該当鶏の観察を行う。

２　投薬鶏群の鶏舎入口等に製剤名、投与期間および出荷制限期間等を表示する。
３　異常があった場合には、投薬を中止して民間獣医師または家畜保健衛生所に相談する。
５  使用内容は鶏群管理記録に記入する。

６  薬剤を購入した場合には薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）購入記録に記入し、３年間保管する。要指示医薬品の場合は指示書も保管する。
３　飼料給与マニュアル

	管理基準

	 １　適切な飼料設計について決定されていること。
 ２  農場で飼料添加物を追加する場合は、飼料内に均一に混和されていること。
 ３  飼料等添加は用法・用量どおりに給与されていること。


　　作業手順
１  飼料給与プログラムに基づき実施する。
２　飼料添加物を購入した場合には添加剤購入記録に記入する。
３  飼料添加物の用法・用量を確認して給与期間を考慮して飼料の混和量を決定するとともに、休薬期間等が設定されている場合は、投与鶏群の鶏舎入口等にその旨を表示する。
４  飼料添加物の使用内容は毎日記録する鶏群管理記録に記入する。
　

                   　　　　

Ⅲ  施設の保守・衛生管理
１  施設・設備などの衛生管理マニュアル
   １）施設の構造、施設・設備の衛生管理
       下記に掲げる施設の構造や施設の設備について、年に１回、従事者全員が検査・調査を行い改善のための検討を行う。
      　　①鶏舎   ②飼料保管施設    ③堆肥保管施設   ④廃棄物保管施設
      　　⑤車両消毒設備  ⑥手洗い施設 ⑦長靴消毒設備 ⑧給水設備
　    　　⑨排水設備　⑩照明設備　⑪換気・空調装置　⑫防虫・防鼠設備  
　　　　　⑬防鳥ネット　⑭卵保管施設　⑮集卵設備　⑯薬剤等保管施設　

⑰作業更衣室　⑱トイレ
   ２）機械・器具の衛生管理および保守点検
       下記に掲げる機械・器具の衛生管理および保守点検を年１回、従事者全員が実施して、改善のための検討を行う。
       ①給餌器　②給水器 ③消毒器
   ３）衛生管理の保守点検および記録の保管
       検討を行った改善計画や保守点検の記録を保管する。
２  洗浄・消毒マニュアル

	管理基準

	１　水洗で除去できるレベルまで、埃や汚れが取れていること。
２  鶏舎内に羽毛等が飛散していないこと。
３  鶏舎・器具を修繕し、破損箇所がないこと。
４  鶏舎に有機物ができるだけ残っていないこと。
５  消毒は適切な消毒薬を選択し、適切な濃度で使用されること。
６  乾燥後に水たまり等が確認されないこと。

７  搬入する器具は、洗浄後であること。
８  消毒等の毒性による作業の安全性を確保すること。


   作業手順
１  空舎期間および洗浄・消毒プログラムを決定し、それに基づき実施する。
２  作業前に専用の履物に交換するとともに防護マスク等を装着する。
３　管理基準を逸脱しているものがある場合には、その措置を行う。

４　洗浄消毒を実施した日は、鶏群管理記録に記入する。

　

３　衛生動物駆除マニュアル

	管理基準

	１　鶏舎周辺の環境整備が整っていること。
２  鶏舎の補修ができており、ネズミが侵入しないような排水口の設備になっていること。
３  鶏糞は適切に処理され、乾燥していること。
４  鶏舎内に飼料や飲水の飛散がないこと。
５  衛生動物、害虫駆除プログラムができていること。


　 作業手順

１　入雛前に鶏舎の補修を行い、入雛後は定期的に点検・補修する。

２　駆除プログラムを決定し、プログラムに沿って確実に実施する。

　

３　鶏舎の点検を定期的に実施し、破損などがあった場合は適正に補修する。

　

４　実施した作業を鶏群管理記録、施設設備などの衛生管理チェックに記録する。

　

　

４　廃棄物処理マニュアル

	管理基準

	１　保管施設周辺の環境が整備されていること。

２　汚水が地下浸透しない、河川などに流入しないような構造であること。

３　悪臭や衛生害虫が発生していないこと。

４　良質な堆肥が生産され、十分に乾燥していること。流通先が確保されていること。

５　死亡鶏は腐敗しないように保管されていること。

６　保管場所の保守点検が定期的に実施されていること。


　 作業手順

１　処理方法を決定し、その方法に従って確実に実施する。

２　定期的に保管場所を点検し、破損などがあった場合は適正に補修する。

３　実施した作業を施設・整備などの衛生管理チェックに記入する。　

４　堆肥を出荷した際には堆肥管理記録に記入する。
Ⅳ　出荷

１  捕鳥・出荷マニュアル

	管理基準

	１　飼育中に抗菌性物質を投与している場合は、出荷制限期間が経過していること。
２  出荷前７日間は休薬飼料（抗菌性物質が入っていない飼料）を給与すること。
３  処理予定の１２時間前から餌止めを行うこと。

４  出荷かごは事前に洗浄・消毒されていること。
５  出荷鶏は健康なものとし、体表が著しく汚染されている鶏および健康不良鶏は出荷しないこと。

６　出荷鶏に抗菌性物質が残留していないこと。


作業手順

１  出荷対照群が休薬飼料が給与されており、抗菌性物質を投与していた場合は出荷制限期間が経過しているか確認する。
２  輸送カゴが事前に洗浄・消毒されていることを確認する。洗浄・消毒されていない場合は、適切に実施する。
３  捕鳥時に嗉嚢残餌の有無を確認しながら発育不良鶏および著しく体表が汚染されている鶏を淘汰し、健康鶏および清浄鶏を出荷する。
４  作業の結果を出荷記録に記入する。
Ⅴ　人の衛生・教育・訓練マニュアル

１　従事者の衛生管理マニュアル

	管理基準

	１　従事者が次のような状態にある時は、飼養管理に従事しないこと。

1 従事者またはその同居者がサルモネラによる下痢を発症している時、または保菌している疑いがある時。

2 従事者又はその同居者が原因不明の下痢を発症している時。

3 従事者が伝染病およびその他の疾病を発症している時。
２  従事者は、作業前、用便後、細菌に汚染されている器具などに接触した時、作業終了後に必ず手指を洗浄すること。
３　作業をする際は専用の衣服、履き物を着用すること。履き物は鶏舎毎に履き替えるか、踏み込み消毒槽で十分に消毒すること。


作業手順

従事者の健康状態、作業用衣服、履き物の着用状態、手指の洗浄状況について毎日確認し記録する。

２　従事者の教育および管理マニュアル

　　

１）　農場の衛生管理に関する基本方針、一般衛生管理マニュアル、従事者が守るべき衛生および衛生管理等について、適切なレベルの教育・訓練を受けること。

２）　従事者が受けた教育・訓練の履歴を各人毎に記録し保管する。

各種記録

ひな導入記録　　　　　　　　滋賀版HACCP方式　
	 ひな
 　導入日
 　導入先
 　品　種
 　導入羽数
 　導入依頼羽数
 　ふ化日
 　ワクチン接種
 　導入鶏舎
	
	
	

	 到着時の状況
ひなの状況

不良の場合は状況を記入
導入時死亡羽数
下痢の付着等
	　 良    不良
 　有　　 無
	   良    不良
   有　　 無
	    良    不良
    有　　 無

	 種鶏
週　　　齢
　  

ロットＮｏ

 　

ﾜｸﾁﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの添付
 ｻﾙﾓﾈﾗ検査結果の添付
	 　
有　　　無

有　　　無
	有　　 無

有　　 無
	    有　　 無

有　　 無

	 その他の衛生
　 搬入車両の汚れ
   輸送箱の汚れ
	   有　 　 無
   有   　 無
	   有　 　無
   有   　無
	    有　 　無
    有   　無

	 サルモネラ検査の依頼
 　依頼月日

（サルモネラ結果＊）
	
	
	


  ＊：後日記入のこと、サルモネラが分離された場合には、具体的な処置について
　　　時系列に記入すること。
滋賀版HACCP方式

導入ひなからサルモネラが分離された場合の措置・対応

	検査結果

（分離菌種名）
	

	・結果

（時系列で記入）

　ひな導入日時

　検査依頼日時

　検査結果連絡日時

　養鶏協会に通知日時

　業者に通知日時


	（取った措置を具体的に記載）

（検査結果通知文を含めて綴ること）


　　　　　　　　　飼料購入記録　　　　　　　　滋賀版HACCP方式
	購入飼料名
	
	
	
	
	
	

	購入日
購入先
飼料メーカー
製造年月日
ロットNo
抗菌物質の添加
ｻﾙﾓﾈﾗ検査証明書
搬入量
入荷依頼量

	有　　無
有　　無
	有 　無
有　 無
	有　　無
有　　無
	有　　無
有　　無
	有　　無
有　　無
	有　　無
有 　 無

	飼料の状態
外観（袋詰め）
風味品質
その他 （記入）
	良   不
良   不
	良 　不
良   不
	良    不

良　　不
	良　　不

良　　不
	良　　不

良　　不
	良　　不

良　　不

	給与予定
給与期間
給与鶏舎Ｎｏ

	
	
	
	
	
	

	保管時の状態

汚染・変質

検査依頼


	
	
	
	
	
	

	備　　考※


	
	
	
	
	
	


※：返却があった場合には必ず記載すること。

　　薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）購入記録　　　滋賀版HACCP方式
	薬剤の名称
	
	
	

	購入月日
購入先
製造メーカー
製造年月日

ロット番号

使用禁止期間
	
	
	

	投与計画
投与目的

投与期間
投与鶏舎
投与羽数
日　　齢

出荷制限期間
	／　　～　　／

／　　～　　／
	／　　～　　／

／　　～　　／
	／　　～　　／

／　　～　　／

	購入時の状況
	良       不良
	良       不良
	良       不良

	指示書
獣医師名
	有　　   無
	有　　   無
	有　　   無

	投薬群の明示
表　　示

	有　　   無
	有　　   無
	有　   　無

	   備　考
（検査依頼・結果等について記載）
	
	
	


　　薬剤（ワクチン・抗菌性物質以外）購入記録　　滋賀版HACCP方式
	薬剤の名称
	
	
	

	購入月日
購入先
製造メーカー
製造年月日

使用禁止期間
	
	
	

	投与計画
投与目的

投与期間
投与鶏舎
投与羽数
日　齢

出荷制限期間
	／　　～　　／

／　　～　　／
	／　　～　　／

／　　～　　／
	／　　～　　／

／　　～　　／

	購入時の状況
	良       不良
	良       不良
	良       不良

	使用群の明示
表　　示

	有　　   無
	有　　   無
	有　   　無

	備　考
（検査依頼・結果等について記載）
	
	
	


　　　　　　　　添加剤購入記録　　　　　　　　滋賀版HACCP方式
	添加剤の名称
	
	
	

	  購入月日
  購入先
  製造メーカー
  製造年月日

使用禁止期間・


	
	
	

	投与計画
 　投与期間
 　投与鶏舎
 　投与羽数
 　日　　齢

出荷制限期間
	　　／　　～　　／

／　　～　　／
	／　　～　　／

／　　～　　／
	／　　～　　／

／　　～　　／

	購入時の状況
	良  　　不良
	良  　　不良
	良  　　不良

	投与群の明示
  表　　示
	有　　　無
	有　　　無
	有　　　無

	備　考
	
	
	


　　　　　　　　　敷料購入記録　　　　　　　　　滋賀版HACCP方式
	購入月日
購入先
製造メーカー
ロット№
搬入量
入荷依頼量
	
	
	

	使用計画
使用期間
使用鶏舎
	
	
	

	購入時の状況
外観
色・品質
	 　 良  　　不良
  　
    良  　　不良
	     良  　　不良
     良  　　不良
	     良  　　不良
     良  　　不良

	備　考
	
	
	


　　　　　　　　　　鶏群管理記録　　　　　　　　滋賀版HACCP方式
  　　　　年　　月　　日
	鶏　　舎
	号舎
	号舎
	　号舎
	　 　号舎
	　　　号舎

	鶏の状態
死亡羽数
異常鶏数
鶏群の状況

不良の場合状態を記入
	良　　不良
	良　　不良
	良　　不良
	良　　不良
	良　　不良

	給与飼料

飼料名
	
	
	
	
	

	添加・投与の状態
添加・投与薬名

ロット番号
薬剤投与者
投与方法

投与群の明示
	
	
	
	
	

	鶏舎内環境

温度

湿度

換気量
	
	
	
	
	

	消毒等の実施（実施日に○）
踏み込み消毒槽交換

鶏舎消毒・洗浄実施
除糞作業実施

衛生動物・害虫駆除
	
	
	
	
	

	病性鑑定依頼
検査依頼

（検査結果＊）
	
	
	
	
	

	備考

(取った改善措置などを記入)


	
	
	
	
	


  ＊：後日記載、具体的な措置・対応を時系列で別紙に記載する。
　　病性鑑定、サルモネラ検査結果に基づく対応と措置　　滋賀版HACCP方式
	検査結果

	

	 措置・対応（時系列で記入のこと）

	検査依頼日時
検査結果連絡日時
 
	（取った措置を具体的に記載）
（通知文章を含めて綴ること）


　　　　施設・設備などの衛生管理チェック　　　　滋賀版HACCP方式
	　年　　　月　　　日
	

	検査点検の実施者
名　　　前
	

	項　　　目
	実施項目に○印
	問題の箇所

	施設の構造、
施設・設備の衛生管理
  ①鶏舎
  ②飼料保管施設
  ③堆肥保管施設
  ④廃棄物保管施設
  ⑤車両消毒設備
  ⑥手洗い施設
  ⑦長靴消毒設備
  ⑧給水設備
  ⑨排水設備
  ⑩照明設備
  ⑪換気・空調装置
  ⑫防虫・防鼠設備
  ⑬防鳥ネット
　⑭薬剤等保管施設
  ⑮作業員更衣室
  ⑯トイレ
	
	

	 機械・器具の衛生管理
 および保守点検
   ①給餌器
   ②給水器
   ③消毒器
	
	

	    　備　　　考
	


施設の構造、施設・設備の衛生管理と機械・器具の衛生管理
および保守点検における改善のための協議内容・改善計画
滋賀版HACCP方式
	　年　 月　 日
	

	協議参加者名
	

	  　内　　容
	協議課題・内容

	
	


捕鳥・出荷記録

滋賀版HACCP方式
　　　年　　月　　日

	作業者の手洗い
	実施　　未
	実施　　未
	実施　　未
	実施　　未

	出荷鶏群

鶏舎

捕鳥羽数


抗菌性物質投与歴の有無

（出荷制限期間の確認）

休薬飼料の確認

餌止め時間

発育不良・

体表汚染鶏羽数
	　　　　号舎

有　　　無
	　　　　号舎

有　　　無
	　　　　号舎

有　　　無
	　　　　号舎

有　　　無

	消毒・洗浄

出荷カゴの消毒


	実施　　未
	実施　　未
	実施　　未
	実施　　未


　　　　　　　　　　　堆肥管理記録　　　　　　滋賀版HACCP方式
	   　年　　月　　日 　
	
	
	

	　 出荷量
 　
　 出荷先
   
	　　　　　袋
　　　　トラック

	袋　
トラック

	 　　　　　　　袋
 　　　　　トラック


	堆肥化の状態
　 外観（袋詰め）
 　品質
　 その他 （記入）
	　良  　不
　良  　不
	　良  　不
　良  　不
	　良   　不
　良   　不

	   　 備　　考 
	
	
	


　　　　　従事者の健康状態等記録　　　　滋賀版HACCP方式
　　

年　　月　　日

	従　事　者　名
	
	
	
	
	

	健康状態

下痢の有無

疲労感
	有　　無

有　　無
	有　　無

有　　無
	有　　無

有　　無
	有　　無

有　　無
	有　　無

有　　無

	手指の洗浄

作業前

作業後
	
	
	
	
	

	作業着の着用状態
	適　　否適


	適　　否適


	適　　否適


	適　　否適


	適　　否適



	作業靴の着用状態
	適　　否適


	適　　否適


	適　　否適
	適　　否適
	適　　否適

	その他
	
	
	
	
	


　　　　　従事者の教育・訓練履歴記録　　　　　　滋賀版HACCP方式
	日　　時
	目　　的
	内　　　　容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


従事者名：
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